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研究成果の概要（和文）：日本では確立されていない不妊外来における初回受診カップルへのケアモデルを開発
するために、国内外におけるケアの実際について文献および参加観察による調査を行った。その結果、ケアは
Webサイトでの情報提供など受診前から始まり、受診当日には問診、診察、検査、情報収集、情報提供や受診者
の理解度の確認などが行われていることが明らかになった。この調査により、既出のガイドラインでは言及され
ていない具体的なケア項目を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：In order to develop a care model for couples visiting first-time on 
fertility clinic, which has not been established in Japan, we conducted a survey of the actual care 
in Japan and overseas based on literature and participation observation. As a result, care began 
before the consultation, such as providing information on the website, and on the day of the 
consultation, interviews, examinations, information gathering, information provision, and 
confirmation of the examinee's understanding were performed. We clarified specific care items not 
mentioned in the former guidelines.

研究分野：母性看護学

キーワード： 不妊患者カップル　初回受診時ケア　ケアモデル開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもがほしいのにできないことによる悩みやストレスはカップルが不妊外来への通院を開始する前から始ま
る。多くのケースでは自分たちが不妊であることを自認するという最初の壁を乗り越えた上で受診に至っている
にもかかわらず、様々な理由で通院開始後早期に通院を中断するケースは少なくないと言われている。不妊外来
において初回受診カップルへの適切なケアを提供することは、通院開始後早期に不本意に通院を中断するケース
を減少させることにつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本では約 3割の夫婦が不妊を心配したことがあり（国立社会保障・人口問題研究所、2011）、
女性の晩婚化、晩産化に伴いその割合は増加傾向にある（岩澤・三田、2007）。不妊患者の多く
は身体的な健康問題を抱えていないにもかかわらず、不妊治療には身体的・精神的・経済的な苦
痛や負担が伴うといわれている（小泉、2005）。不妊患者の精神面のケアは、欧米諸国では生殖
医療チーム内への配置が義務づけられているカウンセラーが、日本では看護職者が担うのが妥
当であると考えられている。しかし、比較的新しい分野である不妊症看護に従事する看護職者は、
それぞれの経験知に基づいてケアを提供しているという現状がある。 
 子どもがほしいのにできないことによる悩みやストレスは、カップルが不妊外来への通院を
開始する前から始まる。多くのケースでは自分たちが不妊であることを自認するという壁を乗
り越えた上で受診に至っているにもかかわらず、様々な理由で通院開始後早期に通院を中断す
るケースは少なくない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、不妊患者カップルが精神面へのケア不足により通院開始後早期に通院を中断す
るケースを減少させることを目的に、文献検討および実態調査から不妊外来の初回受診カップ
ルへのケアモデル開発をめざす。 
 
３．研究の方法 
(1) 医学中央雑誌、PubMed、CINAHL 等のデータベースを用いて抽出した国内外の文献の検討に
より、不妊外来における初回受診時のケアを抽出する。 
(2) (1)で抽出したケアをもとに不妊外来にて参加観察を行い、より具体的なケア項目を明ら
かにする。 
 
４．研究成果 
(1) 文献検討 
① 和文献 
和文献では患者カップルの身体的、心理社会的な影響に関する調査からケアのあり方を提
言するものが多く、初回受診看護に焦点化されたものは僅少であった。Web 上でのハンドサー
チでは、不妊患者支援のための看護ガイドライン（「不妊患者支援のための看護ガイドライン」
作成グループ編、2001）、不妊に悩む女性のための看護（メディカ出版、2010）等の文献も集
めることができた。 
② 英文献 
生殖医療に関する法およびチーム医療体制が整備されている欧米の文献では、Competences: 
Specialist competences for fertility nurses（Royal College of Nursing、Second Edition、 
2011）や Routine psychosocial care in infertility and medically assisted reproduction- 
A guide for fertility staff（ESHRE Psychology and Counselling Guideline Development  
Group、2015）など、包括的なケアのガイドラインが公表されていた。 
 
(2) 参加観察 
 西日本に所在する不妊専門クリニックから無作為に抽出した 3 施設で 6 つの初回受診場面に
参加した。すべての施設で初回受診者に向けてウェブサイトへの掲載や勉強会の開催、小冊子等
の整備が行われており、不妊症看護認定看護師や生殖心理カウンセラー等の有資格者が在籍し
ていた。2施設においては初回受診前に問診票をダウンロードして記入したものの持参が可能に
なっていた。初回受診当日は概ね問診票の記入、問診、診察、検査、面談という流れで進められ
ていたが、問診票の記入後、医師による診察前に 1施設では尿検査を行っており、2施設では看
護師による問診が行われていた。来院から会計終了までの所要時間は約 2時間であった。 
それぞれの場面において提供されたケア項目数は、問診票の記入が 1、問診が 6、診察が 12、
検査が 2、面談が 13ののべ 34 であり、情報収集や情報提供、理解度の確認などが多くの場面に
おいて実施されていた。各場面におけるケア項目および実施された内容は図 1 に示すとおりで
あった。 
 初回受診者へのケアは施設のウェブサイトの充実など受診前から始まっており、初回受診当
日の流れは概ねガイドライン（「不妊患者支援のための看護ガイドライン」作成グループ編、2001）
に則したものであり、初回受診者に提供されるケアは、受診者の生殖医療受療経験の有無等の個
別性に応じて調整されていた。国内外の先行研究等との比較から、今回の調査ではカフェイン摂
取量や通院と仕事との両立に関する情報収集及び情報提供、受診に至るまでの思いの傾聴やバ
イタルサイン測定などがすべての施設では実施されていなかったことから、看過されやすいケ
ア項目や実施内容があることが確認された。 
 本研究は産業医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（H29-014）。 
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